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亀裂蔓墨201 3年度の講師陣

熊谷達也(僻,

●201 3年1 0月25日

●｢小説に何ができるか
～仙河海市の物語を

通して～｣

和合亮一(臥,

●2013年1 1月8日

●｢『詩の裸』から『廃炉
詩篇』へ｣

鎌田慧(ルポライト,

●2013年11月22日

● ｢東北と原発の40年｣

若松丈太郎(臥)

●2013年12月6日

●｢3.1 1以前､福島の反

原発詩歌｣

玄佑宗久(作･#'

●2014年2月1 7日

● ｢無常を生き抜く｣

香_～-:-義
共生の大地東北のために-東北学院大学地域共生推進機構

東日本大震災を経験した後､地域に対して大学が果たさなければならない役

割が明確となりました｡第一に､災害復旧に果たす大学生ボランティアの役

割､第二に､疲弊した地域の産業復興に果たす媒介者の役割､第三に､地域研

究を通して地域のあるべき姿を構想していく役割､そして第四に地域を構成

する種々の階層の人々と共生を目指していく役割｡これらの役割を果たしつ

つ､地域に深い貢献を成し遂げるために､東北学院大学は地域共生推進機構

を設立いたしました｡

■まちづくり/減災クラスター支援部門

■地域を担う人材の育成/地域人材育成･教育研究支援部門

■ボランティア･地域福祉/市民協働部門

■多様な人材によるコミュニティ創造/多文化共生･国際交流部門
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